
主な内容
可決された案件 ………… 2面

一般質問………………3～6面

行政視察報告…………… 5面

委員会の審査…………… 7面

特別委員会活動………… 8面

▼
１
日
目
（
12
月
１
日
）
は
、

一
般
質
問
の
通
告
人
数
や
通

告
時
間
、
議
案
を
付
託
す
る

委
員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮

し
て
、
定
例
会
の
会
期
を
18

日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
５
名
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
12
月
２
日
）
は
、

６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
12
月
３
日
）
は
、

４
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
12
月
４
日
）
は
、

１
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
、
16
名
の
議
員
の
一
般

質
問
が
終
了
し
、
続
い
て
、

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

の
審
議
が
行
わ
れ
、
提
案
理

由
の
説
明
後
、
所
管
の
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
12
月
18
日
）
は
、

最
終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
た
議
案
14
件
、
委
員
会

提
出
議
案
１
件
を
可
決
し
、

諮
問
１
件
を
異
議
な
い
旨
答

申
し
ま
し
た
。
陳
情
３
件
に

つ
い
て
は
、
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
提

出
さ
れ
た
陳
情
１
件
に
つ
い

て
は
市
民
厚
生
委
員
会
に
付

託
し
た
後
、
継
続
審
査
と
し
、

今
定
例
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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平成27年平成27年
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平成27年

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
の
条
例
を
可
決

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
建
設
・

　
　

も
く
せ
い
会
館
建
設
の
契
約
に
同
意

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
の
条
例
を
可
決

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
建
設
・

　
　

も
く
せ
い
会
館
建
設
の
契
約
に
同
意

本
会
議
の
経
過

本
会
議
の
経
過

　

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
１
日

か
ら
12
月
18
日
ま
で
会
期
18
日
間
で
開
催
さ

れ
、
16
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
条
例
制
定
な
ど
市
長
提
出
議
案
14
件
、

諮
問
１
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
陳
情

３
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▲福生駅西口のイルミネーション

▼
10
月

８
日　

全
国
都
市
問
題
会
議

　
　
　

（
９
日
ま
で
）

13
日　

西
多
摩
地
区
議
長
会
議

員
研
修
会
・
定
例
会
議

14
日　

愛
知
県
常
滑
市
視
察
来

市

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
22

日
ま
で
）

　
　
　

総
務
文
教
委
員
会
行
政

視
察
（
22
日
ま
で
）

27
日　

建
設
環
境
委
員
会
行
政

視
察
（
28
日
ま
で
）

　
　
　

市
民
厚
生
委
員
会
行
政

視
察
（
28
日
ま
で
）

　
　
　

東
京
た
ま
広
域
資
源
循

環
組
合
議
会
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
者
会
議
・
定
例
会

　
　
　

例
月
出
納
検
査

28
日　

福
岡
県
太
宰
府
市
視
察

来
市

29
日　

東
京
都
道
路
整
備
事
業

推
進
大
会

30
日　

瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
行

政
視
察

▼
11
月

５
日　

瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
定

例
会

10
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道

路
建
設
促
進
協
議
会
第

３
委
員
会

11
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
関
東
部
会
総

会

　
　
　

定
期
監
査

12
日　

工
事
監
査

13
日　

新
公
会
計
制
度
議
員
説

明
会

17
日　

福
生
病
院
組
合
議
会
定

例
会

18
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム（
19
日
ま

で
）

20
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

理
事
会
・
定
例
総
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
理
事
会
、衆
・

参
基
地
関
係
委
員
会
委

員
と
の
要
望
懇
談
会

25
日　

例
月
出
納
検
査

26
日　

西
多
摩
衛
生
組
合
議
会

定
例
会
・
全
員
協
議
会

▼
12
月

１
日　

第
４
回
定
例
会
１
日
目    

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

２
日　

第
４
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

３
日　

第
４
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

４
日　

第
４
回
定
例
会
４
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

８
日　

建
設
環
境
委
員
会

９
日　

市
民
厚
生
委
員
会

10
日　

総
務
文
教
委
員
会

11
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委

員
会

　
　
　

議
会
改
革
に
関
す
る
特

別
委
員
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

18
日　

第
４
回
定
例
会
５
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

24
日　

例
月
出
納
検
査

「
議 

会 

日 

誌
」
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◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件案れたされたれたされれ決されさされたれれ可決さ可決 案れたたた案件た案件されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

◎
福
生
市
非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元

化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年

金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る
地

方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等

の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
。
対
象
は
、
公

務
上
や
通
勤
に
お
い
て
公
務

災
害
に
遭
っ
た
非
常
勤
の
職

員
の
う
ち
、
労
働
者
災
害
補

償
保
険
法
の
適
用
を
受
け
な

い
非
常
勤
の
職
員
。

▽
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
（
以
下
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
と
い
う
。
）
の
施
行
に
伴

い
、
法
人
市
民
税
の
申
告
書

等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

◎
福
生
市
保
育
の
必
要
性
の
認

定
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

職
業
能
力
開
発
促
進
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
中

の
引
用
す
る
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

▽
福
生
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行

に
伴
い
、
介
護
保
険
料
の
徴

収
猶
予
申
請
書
等
に
関
す
る

規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

▽
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行

に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
申
請
書
に
関
す
る
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

公
共
下
水
道
に
排
出
す
る

事
業
所
の
水
質
基
準
の
一
部

に
つ
い
て
、
下
水
道
法
施
行

令
を
引
用
す
る
規
定
に
整
備

す
る
も
の
。

▽
福
生
市
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
に
関
す
る
条
例

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行

に
伴
い
、
個
人
番
号
の
利
用

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
。

▽
平
成
27
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

債
務
負
担
行
為
の
追
加
、

障
害
者
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
件
数
増
等
に
よ
る
介
護

給
付
費
や
訓
練
等
給
付
費
の

増
、
国
・
東
京
都
の
交
付
金

等
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援

事
業
及
び
西
多
摩
衛
生
組
合

の
負
担
金
額
確
定
な
ど
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
５
６
４
９
万
９

千
円
を
追
加
し
、
２
４
１
億

６
１
６
７
万
９
千
円
と
す
る

も
の
。

　

歳
入　

国
庫
負
担
金
２
７

７
８
万
２
千
円
は
、
介
護
給

付
費
負
担
金
及
び
訓
練
等
給

付
費
負
担
金
で
、
国
庫
補
助

金
１
０
８
４
万
円
は
、
病
児

保
育
施
設
に
係
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
交
付
金
67
万
１

千
円
、
杉
ノ
子
第
三
保
育
園

園
舎
建
替
え
に
係
る
保
育
所

等
整
備
交
付
金
１
０
１
６
万

９
千
円
で
あ
る
。
都
負
担
金

１
３
８
９
万
円
は
、
介
護
給

付
費
負
担
金
及
び
訓
練
等
給

付
費
負
担
金
で
あ
り
、
都
補

助
金
２
５
７
万
８
千
円
は
、

杉
ノ
子
第
三
保
育
園
園
舎
建

替
え
に
係
る
子
ど
も
家
庭
支

援
区
市
町
村
包
括
補
助
事
業

補
助
金
１
９
０
万
７
千
円
及

び
病
児
保
育
施
設
運
営
に
係

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金
67
万
１
千
円
で
あ
る
。

財
産
運
用
収
入
は
１
４
０
万

９
千
円
の
増
で
、
自
由
広
場

の
貸
付
け
を
11
月
24
日
に
開

始
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　

歳
出　

総
務
管
理
費
３
１

１
万
７
千
円
は
、
商
工
会
の

事
務
所
移
転
に
係
る
費
用
を

負
担
す
る
も
の
。
徴
税
費
１

０
２
万
６
千
円
は
、
税
制
改

正
に
よ
る
軽
自
動
車
税
の
シ

ス
テ
ム
改
良
経
費
で
、
社
会

福
祉
費
６
１
３
６
万
１
千
円

は
、
介
護
給
付
費
及
び
訓
練

等
給
付
費
で
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
件
数
増
に
よ
る
も

の
。
児
童
福
祉
費
１
５
６
０

万
４
千
円
は
、
杉
ノ
子
第
三

保
育
園
園
舎
建
替
え
に
係
る

今
年
度
分
の
補
助
金
１
３
３

４
万
８
千
円
と
、
利
用
者
増

等
に
よ
る
病
児
・
病
後
児
保

育
運
営
委
託
料
の
増
額
分
２

２
５
万
６
千
円
で
あ
る
。
清

掃
費
３
２
９
９
万
円
減
額
は
、

西
多
摩
衛
生
組
合
の
平
成
27

年
度
負
担
金
額
の
確
定
に
よ

る
も
の
。
消
防
費
は
、
消
防

事
務
都
委
託
費
負
担
金
額
確

定
に
よ
り
４
９
０
万
２
千
円

の
増
に
よ
る
も
の
。
小
学
校

費
１
４
１
０
万
５
千
円
は
、

体
育
館
屋
上
防
水
改
良
事
業

費
で
、
体
育
館
非
構
造
部
材

落
下
防
止
対
策
事
業
に
よ
り

発
見
さ
れ
た
第
一
小
学
校
、

第
六
小
学
校
の
雨
漏
り
改
良

の
た
め
の
工
事
費
で
、
中
学

校
費
６
２
０
万
６
千
円
は
、

第
一
中
学
校
体
育
館
屋
上
防

水
改
良
に
要
す
る
工
事
費
で

あ
る
。
ま
た
、
債
務
負
担
行

為
に
つ
い
て
は
、
杉
ノ
子
第

三
保
育
園
園
舎
建
替
え
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、

平
成
27
年
度
か
ら
28
年
度
に

か
け
て
の
工
期
と
な
る
こ
と

か
ら
、
限
度
額
を
２
億
５
３

６
０
万
９
千
円
で
設
定
す
る

も
の
。

◎
市
道
幹
線
Ⅱ

－

19
号
線
外
１

改
良
工
事
（
第
４
工
区
）
請

負
契
約

　

福
生
市
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

（
以
下
、
議
決
に
付
す
べ
き

条
例
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、

契
約
の
締
結
に
同
意
す
る
も

の
で
、
福
生
市
武
蔵
野
台
一

丁
目
地
内
の
歩
道
拡
幅
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
工
事
の

施
工
に
つ
い
て
、
１
億
６
７

９
４
万
円
で
契
約
す
る
も
の
。

◎
も
く
せ
い
会
館
建
設
工
事

（
建
築
）
請
負
契
約

　

議
決
に
付
す
べ
き
条
例
に

基
づ
き
、
契
約
の
締
結
に
同

意
す
る
も
の
で
、
も
く
せ
い

会
館
建
物
の
老
朽
化
に
よ
る

改
築
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等

の
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
、

４
億
４
５
９
３
万
２
千
円
で

契
約
す
る
も
の
。
附
帯
工
事

と
し
て
別
途
に
分
離
発
注
に

よ
る
電
気
設
備
、
空
調
設
備
、

給
排
水
衛
生
設
備
の
工
事
を

予
定
。

◎
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
整
備
工

事
（
建
築
）
請
負
契
約

　

議
決
に
付
す
べ
き
条
例
に

基
づ
き
、
契
約
の
締
結
に
同

意
す
る
も
の
で
、
災
害
時
対

応
施
設
と
し
て
防
災
食
育
セ

ン
タ
ー
整
備
工
事
の
施
工
に

つ
い
て
、
13
億
３
４
６
６
万

４
千
円
で
契
約
す
る
も
の
。

◎
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
整
備
工

事
（
電
気
設
備
）
請
負
契
約

　

議
決
に
付
す
べ
き
条
例
に

基
づ
き
、
契
約
の
締
結
に
同

意
す
る
も
の
で
、
防
災
食
育

セ
ン
タ
ー
整
備
工
事（
建
築
）

の
附
帯
工
事
と
し
て
行
う
電

気
設
備
工
事
の
施
工
に
つ
い

▲建て替えが予定されている杉ノ子第三保育園イメージ図

討
論

●
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
の

家
賃
改
定
と
居
住
環
境
充
実

に
関
す
る
陳
情
書

■
賛
成

　

今
回
の
陳
情
書
に
書
か
れ

て
い
る
福
生
加
美
平
住
宅
、

熊
川
住
宅
の
居
住
者
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
、
３
年
前

に
陳
情
書
が
出
た
時
よ
り
も
、

さ
ら
に
経
済
的
に
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
年
金
収
入
が
唯

一
の
収
入
と
い
う
世
帯
も
多

く
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

居
住
者
世
帯
の
平
均
年
収
は

２
８
４
万
円
、
約
４
割
の
世

帯
が
２
０
０
万
円
以
下
と
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

の
と
こ
ろ
の
年
金
引
下
げ
、

消
費
税
増
税
、
物
価
上
昇
な

ど
で
、
居
住
者
の
生
活
は
困

窮
を
極
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
加
美
平
住
宅
は

築
48
年
、
熊
川
住
宅
は
築
52

　

今
定
例
会
の
各
委
員
会
で

審
査
さ
れ
た
結
果
、
不
採
択

と
な
っ
た
陳
情
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
の

家
賃
改
定
と
居
住
環
境
の
充

実
に
関
す
る
陳
情
書
（
27

－

４
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

居
住
環
境
の
整
備
改
善
に

取
り
組
み
つ
つ
、
家
賃
の
値

下
げ
を
求
め
る
こ
と
は
、
他

の
公
営
住
宅
へ
の
対
応
を
考

慮
す
る
と
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
い
じ
め
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
等
に
関
す
る
陳
情
書

（
27

－

５
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

陳
情
事
項
１
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
策

定
済
み
で
あ
る
。
ま
た
、
２

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

及
び
学
校
が
対
応
す
べ
き
問

題
で
あ
り
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
福
生
市
情
報
公
開
条
例
等

の
一
部
改
正
に
関
す
る
陳
情

書
（
27

－

６
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

個
々
の
審
査
案
件
に
よ
り

審
査
期
間
に
差
が
あ
り
、
90

日
以
内
と
す
る
こ
と
は
、
妥

当
性
に
欠
け
、
意
に
沿
い
難

い
。

年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
一
度
も

内
装
改
修
は
行
わ
れ
ず
、
浴

槽
・
風
呂
釜
の
設
置
・
改
修

も
自
己
負
担
の
ま
ま
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
移
転
し
て
空

き
家
と
な
れ
ば
、
内
装
改
修

を
し
、
浴
槽
・
風
呂
釜
の
設

置
を
し
て
募
集
す
る
と
い
う
、

新
規
加
入
者
と
継
続
し
て
住

ん
で
い
る
方
々
と
の
家
賃
の

バ
ラ
ン
ス
も
と
れ
て
い
な
い
。

し
か
も
、
民
間
住
宅
の
家
賃

が
値
下
が
り
し
て
い
る
の
に
、

住
宅
供
給
公
社
の
家
賃
は
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
現
実
も

あ
る
。

　

ま
た
、
ど
ち
ら
の
住
宅
も

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
こ
と
、

加
美
平
住
宅
に
つ
い
て
は
近

く
の
ス
ー
パ
ー
が
閉
店
し
て

買
い
物
に
も
不
便
を
来
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、
生
活
利
便

性
も
低
下
し
て
い
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
家
賃
引
き
下

げ
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
陳

情
に
賛
成
す
る
。

て
、
４
億
７
１
６
万
円
で
契

約
す
る
も
の
。

◎
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
整
備
工

事
（
空
調
設
備
）
請
負
契
約

　

議
決
に
付
す
べ
き
条
例
に

基
づ
き
、
契
約
の
締
結
に
同

意
す
る
も
の
で
、
防
災
食
育

セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
（
建

築
）
の
附
帯
工
事
と
し
て
行

う
空
調
設
備
工
事
の
施
工
に

つ
い
て
、
４
億
６
１
１
６
万

円
で
契
約
す
る
も
の
。

◎
区
域
外
市
道
路
線
の
認
定
の

承
諾
に
つ
い
て

　

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

昭
島
市
が
整
備
す
る
道
路
の

一
部
が
福
生
市
域
で
あ
る
た

め
、
区
域
外
市
道
路
線
の
認

定
を
承
諾
す
る
も
の
。

　

女
性
活
躍
担
当
大
臣
よ
り

全
国
市
議
会
議
長
会
を
通
じ
、

「
女
性
議
員
が
活
躍
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
議
会
を
活

性
化
し
、
よ
り
良
い
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
、

市
議
会
会
議
規
則
に
お
い
て

出
産
に
伴
う
議
会
の
欠
席
に

関
す
る
規
定
を
明
確
に
設
け

て
い
た
だ
き
た
い
」
旨
の
要

請
を
受
け
、
整
備
す
る
も
の
。

定
例
会
の
各
委
員
会

陳
情
陳
情

　

起
点
は
、
昭
島
市
松
原
町

四
丁
目
３
８
３
８
番
、
終
点

は
、
福
生
市
大
字
熊
川
字
武

蔵
野
１
３
９
６
番
で
あ
り
、

福
生
市
の
行
政
区
域
分
の
道

路
延
長
は
、
52
・
65
メ
ー
ト

ル
、
道
路
幅
員
は
９
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
関
す
る
意
見
聴
取
に
つ

い
て

　

島
田
し
の
ぶ
氏
が
任
期
満

了
と
な
る
が
、
引
き
続
き
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、
同
氏

を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ

と
に
異
議
な
い
旨
を
答
申
。

◎
福
生
市
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
（
委
員

会
提
出
議
案
）
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オスプレイ配備について国からの説明とその対応は
乙津 豊彦 議員

　質問　ＣＶ－22オスプレイの横田
飛行場配備に関する環境レビューと、
ＭＶ－22のハワイでの事故について、
国からの説明は。
　市長　米国から環境レビューの情
報提供を受けた国から、10月14日に
来庁して説明を受けた。現行の騒音
軽減措置の遵守、既存飛行経路の使
用、また安全性は、運用を繰り返す
ことにより同規模のヘリと同様にな
るなどの内容だった。ハワイでの事
故は報道後に国から情報提供があり、
後日説明に伺うとの連絡があったが、
遅れる場合は国に出向いて十分な説

明を聴いてまいりたい。

▲CV-22の横田飛行場配備に関する環境レビュー

市内のスポーツ振興、育成をどう支援していくのか
町田 成司 議員

　質問　育成の面からスポーツ振興
をどう考えているか。一般人の全国
大会等への出場支援や、そのための
スポーツ基金設立の考えはどうか。
　教育長　「スポーツが夢と元気を
生みだすまち　ふっさ」の実現に向
け、体育協会等を通じてスポーツ団
体に支援を行っており、今後も引き
続き市民の健康づくり、競技力向上、
生涯スポーツ振興を目指して支援し
ていきたい。一般の方々が全国大会
に参加する場合、現在、特に支援は
行っていない。
　教育部長　他の自治体について調

査を行い実施状況の把握に努める。 

▲市民総合体育大会インディアカ競技

子ども・子育て支援事業計画の考え方と取り組みについて
佐藤 弘治 議員

　質問　子ども・子育て支援事業計
画を策定し、「子育てするならふっ
さ」を掲げる福生市だが、計画策定
の基本的な考え方、本市ならではの
取り組みとは。
　市長　計画は「子どもの育ちと子
育ての喜びが実感できるまち」を基
本理念に策定した。独自の取り組み
は、ふっさっ子の広場の全小学校で
の実施、商店街と連携した子育て支
援カード発行等がある。子ども応援
館には福祉部門の子ども家庭支援セ
ンターと教育部門の教育相談室が併
設されており、連携した相談支援を

行う等、子育て支援に努めている。

▲福生市子ども・子育て支援事業計画

旧田村家古民家の改修状況と当面の活用について
大野　聰 議員

　質問　旧ヤマジュウ田村家住宅の
文化財保存に向けた改修状況、改修
後の当面の活用を伺う。
　教育長　平成28年３月末までの工
期で着手した。国の登録有形文化財
であり、傷んだ場所は基本形状に近
いイメージで修繕するが、特徴的な
箇所は極力手を加えないよう努める
等の設計とし、建物自体の歪みの補
正を行いながら工事を進める。改修
後は、28年度のできるだけ早い時期
に一般公開を行い、資料の展示等を
通じ郷土学習の場として活用してい
く。古民家関連資料のほか、宿橋通

りの復元図等の展示も考えている。

▲改良工事中の旧ヤマジュウ田村家住宅

日本語能力の十分でない生徒にどう対応していくか
幡垣 正生 議員

　質問　日本語能力が、不十分な外
国籍生徒の日本語習得への対応は。
　教育長　外国籍児童が多く在籍し、
日本語の能力が不十分で、特別な指
導を行う必要があるために第一小学
校に日本語学級を設置している。一
方、中学校では、東京都教育委員会
による日本語指導加配教員や本市独
自の日本語適応支援員の配置による
在籍校での日本語適応指導を行って
きた。また、市内ＮＰＯ法人とも連
携してきたが、公的な指導を充実さ
せるため、新たに平成28年４月に第
二中学校に日本語通級指導学級設置

に向け計画している。 

▲日本語通級指導学級を紹介する福生第一小学校の学校だより

福生駅西口地域でのアンケート調査結果について
清水 義朋 議員

　質問　福生市商工会が行った福生
西口地域まちづくりアンケート調査
について、市はどう捉えているか。
　市長　調査は地方創生の趣旨に合
致していることから、交付金を活用
し補助を行った。11月２日に調査報
告会が開かれたが、地元の土地や建
物所有者の意識としては、商業活性
化に向けたテナント、住宅、公共施
設導入等を求めており、まちづくり
検討の機会・組織をつくる必要や参
加の意向が示された。結果は市で実
施した平成21年度調査の方向性と一
致しており、次に進めるべきだと受

けとめている。

▲福生駅西口駅前の商店街

教員の資質・能力の向上にどう取り組んでいるのか
杉山 行男 議員

　質問　学力向上には教師の指導力
が大きい。教員には人を育てるとい
う崇高な使命がある。教員の資質・
能力の向上についてどう考えるか。
　教育長　教育は人なりと考える。
教員は常に探究心を持ち、学び続け
ることが不可欠である。本市では、
若手育成に向けた独自の４年次研修
を位置づけ、指導主事による個別指
導により授業力向上を図っている。
新たな全教員対象の特別支援教育研
修会や、キャリアアップを目指した
人材育成にも努め、成果につながっ
ている。今後も、教員に求められる

力の育成を計画的に図っていく。

　今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を
行いました。質問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問一
答方式、併用方式（一括と一問一答の併用）のいずれかを議員
が選択し、質問しました。
　要旨は一問とし３ページから５ページまでに掲載しました。
一般質問の項目は６ページに全て掲載してあります。
　詳しくは、２月中旬発行予定の会議録を市役所情報コーナー、
図書館で、または福生市ホームページからご覧ください。

市 政 の こ こ を 問 う

（要旨）一 般 質 問

明を聴いてまいりたい。

▲CV-22の横田飛行場配備に関する環境レビュー

成をどう支援していくのか
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・傍聴者数　延べ88人
・インターネット議会中継閲覧数（12月1日～18日）延べ902人

平成27年第４回定例会本会議の傍聴者数等平成27年第４回定例会本会議の傍聴者数等平成27年第４回定例会本会議の傍聴者数等

　音訳ボランティア「ふっさいとでんわ」の皆さんにご協力いただき、
市議会だよりの音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害者（１・２
級）の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいましたら、議
会事務局にご連絡ください。☎042-551-1523
○デイジー（DAISY）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聞きたいところをすぐに検索できる
など、情報検索性に優れています。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具として
給付を受けられます。　（利用者一割負担）

「声の市議会だより」をお届けしています 「ご利用くださいインターネット議会中継」
　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じてい
ただけると思います。「市民に開かれたわかりやすい議会」を一層推進する
ため、積極的に議会情報をお届けしていきたいと考えておりますので、ぜひ
ご利用ください。
◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像
※録画映像は、過去の会議を会議名や議員名、用語などで検索してご覧いた
だくことができます。
◆アクセス方法
　福生市公式ホームページ(http://www.city.fussa.tokyo.jp/)にアクセスして
「福生市議会」→「インターネット中継」の順にクリックしてください。

　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映します。放映日
時、放映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブルチャンネルガイドで
お知らせしますのでぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継

「赤ちゃんの駅」で乳幼児連れの家族が外出できる環境を
青木　健 議員

　質問　乳幼児連れの家族が外出を
楽しめるよう、テントにおむつ交換
台、授乳用椅子等を備えた移動式「赤
ちゃんの駅」を導入してはどうか。
　市長　乳幼児のいる家族がイベン
ト等に安心して外出できるよう、七
夕まつりやふれあいフェスティバル
では、公共施設の授乳室やイベント
に仮設した授乳・おむつ替えコーナ
ーを利用していただいている。
　会場等に臨時に設置する「赤ちゃ
んの駅」については、市民ニーズや
他市の活用事例等も参考に、各イベ
ントの主催者の意向も踏まえて課題

を整理していきたい。

▲兵庫県猪名川町で実施している移動式「赤ちゃんの駅」

日本語通級指導学級の現状と課題について
三原 智子 議員

　質問　第一小学校の日本語学級の
児童には、日本語を習得し生活を充
実させてほしい。現状と課題は。
　教育長　生活言語能力だけでなく、
学校で各教科を学ぶ学習言語能力に
は指導教員の計画的指導・支援が必
要だ。日本語学級では、日本語の習
得のレベルに応じて個別指導を行っ
ている。保護者が日本語を話せない
場合もあるため、市は独自の事業で
日本語適応支援員を配置し、通訳・
翻訳もする技能支援員により保護者
支援も図っている。また、第二中学
校に日本語通級指導学級を新たに設

置する計画である。

▲日本語通級指導学級を開設予定の福生第二中学校

地震災害時の本市のインフラ確保について
串田 金八 議員

　質問　視察した東日本大震災被災
市は、復興にインフラの再始動を取
り上げていた。震災時の対応は。
　市長　道路は、緊急輸送道路等を
中心に点検し、通行止めや応急補修
を実施する。下水道は、震度５弱以
上の地震では避難所流下等の重要管
路施設を中心に点検し、破損箇所は
使用制限し補修する。水道給水停止
時は、東京都水道局が応急給水施設
拠点で対応する。電気事業者は、震
災時も送電を継続し、都市ガス事業
者は災害応急対策を実施し供給停止
等の措置を講ずる。 ▲武蔵野台浄水所に設置された応急給水拠点

小中学校のアナフィラキシーショックを防ぐ体制づくりを
五十嵐 みさ 議員

　質問　食物アレルギーは時にショ
ック反応を起こし命にかかわる。医
療機関等との連携の取り組みは。
　教育長　食物アレルギー疾患のあ
る児童・生徒が原因物質を飲食等す
ると、アナフィラキシーショックと
いう激しいアレルギー反応を起こし、
時に生命が脅かされる場合もある。
そのため、全教職員に食物アレルギ
ーに対する正しい知識・情報、適切
な対応について研修を行うほかに、
地域の医療機関等との連携が必要に
なる。現在、福生市学校保健会に相
談し、小児科のある医療機関と連携

を図る協議を行っている。

▲市のHPにおいてアナフィラキシーの注意喚起

市の平和事業の取り組みと今後の課題は
田村 正秋 議員

　質問　平成27年は戦後70年だが、
取り組んだ事業と今後の課題は。
　市長　郷土資料室で企画展を、公
民館本館及び分館で、パネル展、学
習会、映画会、公民館講座などを7
月～9月にかけて開催した。
　また、「平和のつどい」を８月16
日に開催し、福生の戦後70年を総括
し、専修大学元教授の新井勝紘氏に
平和の尊さを語っていただいた。
　今後は、年々戦争体験者が少なく
なっていく中で、平和の尊さ、戦争
の悲惨さを再確認し、若い世代の
方々がより興味を持つ企画を立案し、

次の世代に引き継いでいきたい。

▲平和事業のリーフレット

個人番号カードの申請は任意だとの周知徹底を
池田 公三 議員

　質問　マイナンバーの通知カード
送付時の説明書には、個人番号カー
ド申請が任意であることやリスクの
説明がない。周知すべきではないか。
　市長　社会保障・税番号制度は、
政府が導入するより公平な社会保障
制度の基盤となるもので、個人番号
カードは重要な役割を担う。政府も
個人番号カードを普及させる様々な
方針を示しているが、申請について
は任意であり、本人の申請により交
付するものとしている。個人番号カ
ードは希望者にのみ交付する旨は、
広報・マイナンバー制度特集号、ホ

ームページ等で今後も案内していく。 

▲マイナンバーについて周知を図る広報の特集号
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◎傍聴におでかけください。

※本会議・委員会は傍聴できますので、お気軽にお越しください。

◆本会議（予定）午前10時開会
　３月１日（火）～４日（金）及び29日（火）
◆予算審査特別委員会（予定）午前9時30分開会
　３月８日（火）～11日（金）
◆常任委員会（予定）午前10時開会
　3月15日（火）～17日（木）

次回定例会のお知らせ

　平成28年第１回定例会は、３月１日(火)から29日（火）までを予定して
います。

店
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意
識
改
革
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い

「
い
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市
」
を
始
め
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く
の
イ
ベ
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実
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あ
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店
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を
形
成
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
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た
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感
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彦
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８
３
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。
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感
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、
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視
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②
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視
察
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①
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潟
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市

②
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潟
県
妙
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視
察
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（
火
）
〜
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（
水
）

①
ス
マ
ー
ト
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エ
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シ

テ
ィ
と
は
、
誰
も
が
健
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き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
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ま
ち
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り
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。
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く
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園
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備
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る
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取
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。
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、
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①
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①
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市
②
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①
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主
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て
い
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。

③
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◎
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な
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彦
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市
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月
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〜
28
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）

①
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市
は
、
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川
稲
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表

参
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商
店
街
の
観
光
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間
６
０
０
万
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ピ
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２
０
０
万
人
へ
大
幅
に
減

少
し
た
た
め
、
店
主
の
商
業

意
欲
の
醸
成
が
大
事
と
の
観

点
か
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
消
極
的
な

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会
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告

行
政
視
察
報
告

自由広場貸付事業での自衛隊員等住宅供給と定住化対策は
奥富 喜一 議員

　質問　自衛隊員等住宅は定住化対
策に有効であるのか。ほかに有効な
選択肢は考えられなかったか伺う。
　市長　市は、定住化に向けてファ
ミリー世帯向け住宅供給促進事業に
重点的に取り組んでおり、自由広場
の活用も検討していたところ、平成
26年12月、防衛省北関東防衛局から
近隣市町に対し横田基地の自衛隊員
用住居確保の協力依頼があり、隊員
向けのニーズもあることがわかった。
　一般入居者による人口や市税収入
の増加が期待でき、民間事業者の定
期借地なら市の財政的な負担もない

ことから、自由広場の貸付に至った。

▲定期借地として貸し付ける自由広場

障がい者雇用推進に向けた市の取り組みは
堀 雄一朗 議員

　質問　障がい者の社会参加として
重要な意義がある雇用の推進につい
て、市の取り組みを伺う。
　市長　「障害者自立生活支援セン
ターすてっぷ」に事業を委託して進
めており、就労支援と生活支援のコ
ーディネーターを配置し、雇用型か
非雇用型かの就労希望に沿った支援
を行っている。就労数は増加してい
るが、雇用型事業所が市内に少ない
ために遠方通勤や、非雇用型事業所
が定員オーバーになる等の課題もあ
る。今後もハローワーク青梅やすて
っぷとより一層の連携強化を図り支

援を継続していきたい。

▲福生市社会福祉協議会内に設置されている「すてっぷ」

市内公共施設のくい打ち工事の状況は
原田　剛 議員

　質問　くい打ち施工で、旭化成建
材をはじめ数社の不正が明らかにな
りつつある。本市の公共施設で当該
会社のかかわった工事はないのか。
　市長　問題の発覚直後から市内公
共施設の状況確認を開始した。市の
地盤は強固でくい打ちの必要な建物
は少ないが、杭基礎工法を採用した
リサイクルセンターと福生駅西口駐
車場の２施設とも、今回データ流用
を公表した業者だった。
　現地での目視、聞取り、工事書類
確認等により安全性に問題がないこ
とを確認したが、今後の動向には引

き続き注視していく。

▲杭基礎工法の福生駅西口駐車場

▲愛知県豊川市の「商店街等活性化事業」を視察

▲新潟県妙高市の「健康増進計画等推進の取り組み」を視察

▲宮城県東松島市の「コミュニティ・スクール」を視察
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平成2７年 第4回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容

乙津 豊彦
（併用）

⑫

佐藤 弘治
（一括）

清水 義朋
（一括）

杉山 行男
（一括）

幡垣 正生
（併用）

大野　聰
（一括）

町田 成司
（一問一答）

③

池田 公三
（一問一答）

⑬

奥富 喜一
（一問一答）

⑭

原田　剛
（併用）

⑮

堀 雄一朗
（併用）

⑯

三原 智子
（一括）

田村 正秋
（一括）

⑪

五十嵐 みさ
（一問一答）

１　平成28年度予算編成について
　⑴基本的な考え方について
　⑵重要施策について
　⑶財源の確保及び歳出の抑制について
２　米軍横田飛行場へのオスプレイ配備について
　⑴国からの説明及び現在までの対応について
　⑵今後の対応について

１　福生駅東口富士見通りについて
　⑴富士見通り拡幅事業の現状及び今後の取り組みについて
２　福生市のスポーツ振興について
　⑴市内におけるスポーツ振興の育成の現状及び今後について
３　福生市における企業振興について
　⑴市内における企業の育成及び入札制度の現状と今後について

１　防災行政について
　⑴福生市消防団の上部大会における活躍について
　⑵消防団ＯＢによる防災組織の概要について
　⑶今年度行われた総合防災訓練と今後の課題等について
２　子ども・子育て支援について
　⑴福生市子ども・子育て支援事業計画について
３　教育行政について
　⑴安全教育の推進について
　⑵コミュニティ・スクールについて
　⑶子ども議会と民主主義教育について

１　総合計画における分野別計画の進捗管理について
２　中心市街地活性化調査事業報告について
　⑴福生駅西口地域のまちづくりアンケートについて
　⑵福生駅西口地域課題抽出及び活性化事業検討について
３　福生七夕まつりについて
　⑴第65回福生七夕まつりについて
　⑵七夕まつりの活性化について

１　多摩川の水害対策について
　⑴多摩川の水害対策と昭和堰の可動化について
２　福生市教育振興基本計画（修正後期）について
　⑴学力調査結果について
　⑵教員の資質・能力の向上について
　⑶ふっさっ子スタンダードについて
　⑷英語教育について

１　古民家と宿橋通りの整備等について
　⑴古民家活用の検討状況について　外
　⑵宿橋通り沿道の街並み整備の考え方について
２　ふるさと納税について
　⑴制度の検討状況について
　⑵実施に当たっての課題について
　⑶事務の処理方法等について
３　行政委員会委員の報酬について
　⑴現行の各委員の報酬額と改定時期について
　⑵改定に向けての方針について

１　地域包括ケアシステム構築に向けた体制づくりについて
　⑴地域包括支援センターが果たす役割について
　⑵在宅介護支援センターに求められる役割について
２　日本語通級指導学級について
　⑴日本語能力の不十分な生徒への本市の取り組みについて

１　子育て世代が安心して外出できる環境づくりについて
　⑴移動式「赤ちゃんの駅」導入について
　⑵移動手段の確保について
２　介護マークの導入について
３　広報について
　⑴ホームページの更新について
　⑵ＳＮＳの活用について
　⑶自治体アプリの開発及び活用について

１　安全安心まちづくりについて
　⑴自主防災組織の充実について
　⑵体育館等の避難所について
　⑶インフラ設備の再始動について
　⑷協力業者・団体等の体制について

１　空き家対策及び定住化対策について
　⑴空き家対策特別措置法施行に伴う市の対応について
２　太陽光発電の取り組み等について
　⑴市内公共施設での導入や今後の計画等について
３　土木行政について
　⑴富士見通りの整備と市民参加等について
４　平和事業について
　⑴平和事業の現状と課題について
５　刀剣の展示等について
　⑴今回の刀剣展示等の結果と課題について

１　四五都市連絡協議会の交流について
　⑴新都市連絡協議会のこれまでの交流事業等について
　⑵四五都市連絡協議会の今後の取り組みについて
　⑶協定市の農産物を給食食材として活用することについて
２　子宮頸がん予防ワクチンについて
　⑴接種の状況について
　⑵副反応等の健康被害の現状と相談体制について
３　小・中学校の学習支援について
　⑴日本語通級指導学級について
　⑵ふっさっ子の広場での学習支援の取り組みについて

１　健康施策について
　⑴病気を予防する取り組みについて
　⑵市民の健康意識を上げる奨励施策について
２　安全安心のまちづくりについて
　⑴異常気象等による避難体制について
　⑵市内のＡＥＤ配置について
　⑶応急給水機材の訓練について
３　小・中学校におけるアレルギー対策について
　⑴食物アレルギーとエピペンの研修について
　⑵アナフィラキシーショックを防ぐ体制づくりについて

１　マイナンバー制度について
　⑴番号通知カードの配達・受け取り状況について
　⑵個人番号カードの申請は任意であることの周知について
　⑶諸申請書類等において申請者が個人番号を記入しない場
　　合について
　⑷地方自治体の判断によるマイナンバー利用範囲の拡大について
２　子育て支援策及び少子化対策について
　⑴学校給食費助成事業について
　⑵不妊検査・不妊治療・不育治療助成事業について

１　横田基地について
　⑴横田基地の機能強化が進んでいることについて
　⑵オスプレイの飛来・訓練・配備等について
　⑶平成２７年度横田基地対策に関する要望書について
２　自由広場貸付事業（住宅建設）について
　⑴自由広場貸付事業（住宅建設）説明会開催等の内容について
　⑵自由広場の全面積に居住用建物を建設することについて
　⑶自衛隊員住宅と定住化対策について
　⑷定期借地権設定の場合、議会の議決等を要さないことに
　　ついて

１　市内公共施設のくい打ち施工について
２　市営住宅について
　⑴入居時の附帯設備について
　⑵連帯保証人について
３　総合教育会議について
４　教育相談について
５　学校教育における体力向上について

１　指定管理者制度について
　⑴市民会館の休憩スペースについて
　⑵熊川児童館の「くまがわ元気スポット」について
２　障がい者雇用推進について
３　都市基盤整備について
　⑴生活道路の安全対策について
　⑵新奥多摩街道への自転車ナビマークとカラー舗装について
　⑶踏切の安全対策について
４　中心市街地活性化調査事業について
　⑴福生駅西口地域課題抽出及び活性化事業検討について

青木　健
（一問一答）

串田 金八
（一括）
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建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

　

12
月
８
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
１
件

は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
福
生
市
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　

事
業
場
が
排
出
す
る
公

共
下
水
道
の
水
質
基
準
は
。

答　

下
水
道
処
理
施
設
で
処

理
が
困
難
な
物
質
は
、
下
水

道
法
施
行
令
で
排
出
基
準
を

定
め
て
い
る
。
下
水
道
処
理

施
設
で
処
理
可
能
な
物
質
は
、

政
令
の
基
準
に
従
い
条
例
で

排
出
基
準
を
定
め
て
い
る
。

　

市
で
は
、
汚
水
処
理
を
都

の
流
域
下
水
道
に
終
末
処
理

を
お
願
い
し
て
お
り
東
京
都

下
水
道
条
例
に
準
じ
て
い
る
。

◎
平
成
27
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
建
設
環

境
委
員
会
所
管
分
）

問　

西
多
摩
衛
生
組
合
の
負

担
金
は
、
当
市
分
は
３
２
９

９
万
円
、
全
体
で
は
１
億
５

９
６
６
万
円
の
減
額
だ
が
、

そ
の
理
由
は
。

答　

歳
入
で
計
上
が
な
か
っ

た
小
金
井
市
の
ご
み
処
理
に

係
る
可
燃
ご
み
焼
却
処
理
委

託
受
託
金
の
計
上
や
繰
越
額

の
確
定
な
ど
に
よ
る
増
、
歳

出
で
塵
芥
処
理
費
の
委
託
料
、

工
事
請
負
の
確
定
に
伴
う
契

約
金
額
の
減
な
ど
に
よ
る
。

◎
区
域
外
市
道
路
線
の
認
定

の
承
諾
に
つ
い
て

問　

福
生
市
道
の
一
部
を
市

道
昭
島
46
号
と
し
て
、
昭
島

市
が
管
理
し
経
費
負
担
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

答　

昭
島
市
に
よ
る
拝
島
駅

南
口
駅
前
広
場
及
び
道
路
整

備
事
業
に
お
い
て
、
交
通
機

能
の
向
上
を
図
る
た
め
、
路

線
全
体
を
一
体
的
に
整
備
し
、

管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

12
月
９
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
案
を
審

査
し
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

◎
福
生
市
保
育
の
必
要
性
の

認
定
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問　

条
例
中
に
引
用
さ
れ
て

い
る
職
業
能
力
開
発
促
進
法

第
15
条
の
４
が
、
追
加
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
改
正
と
の
こ

と
だ
が
、
内
容
は
。

答　

国
は
、
青
少
年
の
職
業

能
力
の
開
発
・
向
上
支
援
の

た
め
、
就
職
活
動
や
職
業
能

力
開
発
に
活
用
す
る
職
務
経

歴
等
記
録
書
の
普
及
に
務
め

る
こ
と
等
を
規
定
し
た
。

◎
福
生
市
介
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問　

徴
収
猶
予
と
減
免
申
請

書
に
係
る
書
類
以
外
に
も
、

個
人
番
号
を
追
加
す
る
も
の

は
あ
る
か
。

答　

被
保
険
者
証
の
交
付
申

請
、
要
介
護
認
定
の
申
請
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

給
申
請
、
特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
申
請
に
係
る

申
請
書
等
に
個
人
番
号
欄
が

追
加
さ
れ
る
。

◎
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問　

国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
申
請
に
個
人
番
号
を
記
す

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

平
成
29
年
７
月
か
ら
情

報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
た
情
報
連
携
を

開
始
す
る
と
、
減
免
申
請
の

審
査
に
関
し
て
被
用
者
保
険

の
喪
失
の
情
報
確
認
が
可
能

に
な
り
、
今
ま
で
市
民
が
提

出
し
て
い
た
会
社
か
ら
の
証

明
書
の
提
出
が
不
要
に
な
る

予
定
で
あ
る
。

◎
平
成
27
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
市
民
厚

生
委
員
会
所
管
分
）

問　

病
児
保
育
室
「
あ
ん
ず
」

の
利
用
者
増
の
状
況
に
つ
い

て
の
詳
細
は
。

答　

今
年
度
４
月
の
利
用
者

は
延
べ
11
人
、
５
月
は
19
人
、

６
月
は
48
人
と
利
用
者
が
増

加
。
７
月
の
59
人
を
ピ
ー
ク

に
８
月
か
ら
11
月
ま
で
、
月

平
均
41
人
、延
べ
３
０
２
人
が

利
用
し
、
う
ち
32
人
は
あ
き
る

野
市
や
羽
村
市
な
ど
の
市
外

利
用
者
で
あ
る
。

 

12
月
10
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
９
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
２
件
は
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
福
生
市
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問　

今
回
の
改
正
は
、
ど
の

よ
う
な
職
員
が
対
象
と
な
る

の
か
。
何
人
く
ら
い
か
。

答　

対
象
は
、
臨
時
職
員
や

現
業
の
嘱
託
職
員
を
除
く
非

常
勤
職
員
と
行
政
委
員
会
の

委
員
な
ど
で
、
総
人
数
約
６

６
０
人
で
あ
る
。

問　

条
例
を
適
用
す
る
日
は

い
つ
か
。

答　

年
金
一
元
化
法
が
施
行

さ
れ
た
平
成
27
年
10
月
１
日

と
な
る
。

◎
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
制

度
導
入
に
伴
う
市
民
の
メ
リ

ッ
ト
、
行
政
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

平
成
29
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
が
稼
働
す
る
予
定

で
、
実
施
さ
れ
る
と
行
政
機

関
が
保
有
す
る
確
定
申
告
に

使
用
す
る
各
種
社
会
保
険
料

等
の
自
分
の
情
報
が
入
手
で

き
る
。

　

行
政
機
関
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

29
年
７
月
か
ら
開
始
さ
れ
る

情
報
連
携
に
よ
り
、
他
区
市

町
村
が
保
有
す
る
所
得
状
況

の
迅
速
な
把
握
等
が
で
き
、

適
正
な
課
税
に
つ
な
が
る
。

問　

各
種
の
申
請
時
に
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
等
を
持
参
し

な
か
っ
た
場
合
の
取
扱
い
は
。

答　

各
種
の
申
請
時
に
個
人

番
号
カ
ー
ド
等
を
持
参
し
な

い
場
合
で
も
、
運
転
免
許
証

等
で
本
人
確
認
が
で
き
れ
ば
、

従
来
ど
お
り
手
続
は
可
能
で

あ
る
。

◎
福
生
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

問　

個
人
番
号
を
利
用
し
て

事
務
を
行
う
場
合
、
市
は
適

正
な
取
扱
い
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

答　

市
の
責
務
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
で
書
類
等
の
保
管
場

所
の
施
錠
、
取
扱
場
所
の
限

定
等
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
他
、
市
個
人
情
報
保
護

条
例
、
市
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
な
ど
に
よ
り
適
切
な

管
理
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
。

問　

現
状
で
、
市
の
独
自
利

用
は
考
え
て
い
な
い
と
の
説

明
だ
が
、
今
後
は
ど
う
な
る

の
か
。

答　

法
定
利
用
事
務
以
外
に
、

東
京
都
の
独
自
利
用
事
務
等

が
あ
り
、
今
後
、
国
や
都
の

動
向
に
よ
り
検
討
し
て
い
く
。

◎
平
成
27
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
歳
入
予
算
全
般
及
び
歳
出

予
算
の
う
ち
総
務
文
教
委
員

会
所
管
分
）

問　

諸
税
賦
課
事
務
費
シ
ス

テ
ム
改
良
委
託
料
の
内
容
は
。

答　

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー

ン
化
特
例
に
よ
る
軽
課
情
報

等
の
デ
ー
タ
を
、
軽
自
動
車

検
査
情
報
市
区
町
村
提
供
シ

ス
テ
ム
か
ら
入
手
す
る
た
め

の
改
良
に
伴
う
も
の
。

問　

商
工
会
館
の
移
転
補
償

料
の
内
容
は
何
か
。

答　

商
工
会
が
借
上
げ
る
事

務
所
の
家
賃
、
移
転
費
用
の

一
部
で
あ
る
。

◎
市
道
幹
線
Ⅱ
―
19
号
線
外

１
改
良
工
事
（
第
４
工
区
）

請
負
契
約

問　

今
回
の
工
事
で
は
、
歩

道
の
街
路
樹
は
何
を
植
え
る

の
か
。

答　

加
美
立
体
通
り
と
同
様
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
植
樹
す
る
。

◎
も
く
せ
い
会
館
建
設
工
事

（
建
築
）
請
負
契
約

問　

建
築
案
件
で
は
、
建
築
、

電
気
設
備
と
空
調
設
備
等
に

分
離
発
注
す
る
理
由
は
。

答　

中
小
企
業
の
受
注
機
会

の
確
保
や
育
成
を
図
る
た
め
、

分
離
し
て
発
注
す
る
。

◎
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
整
備

工
事
（
建
築
）
請
負
契
約
、

（
電
気
設
備
）
請
負
契
約
及

び
（
空
調
設
備
）
請
負
契
約

〈
一
括
審
査
〉

問　

他
の
工
事
も
そ
う
だ
が
、

落
札
率
が
高
い
理
由
は
何
か
。

答　

以
前
に
比
べ
、
発
注
工

事
件
数
が
多
く
、
公
表
し
て

い
る
予
定
価
格
に
近
い
額
で

応
札
す
る
傾
向
が
あ
る
も
の

と
考
え
る
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
扱
い
等
の
協

議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編
集

を
行
う
議
会
運
営
委
員
会
が

閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　今定例会の常任委員会では、本会議から付託さ
れた議案の審査が12月８日、９日、10日の３日
間、建設環境・市民厚生・総務文教委員会の順で
行われました。
　また、議会運営委員会は、本会議の議事日程や
議案の取扱い、議会だよりの編集等で６回行われ
ました。
　それから、横田基地対策特別委員会、議会改革
に関する特別委員会が12月11日に行われまし
た。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委員会から
報告された主な審査概要をまとめました。

委員会の委員会の委員会の
　　審査から　

▲利用者が増えている病児保育室「あんず」

▲歩道拡幅等の整備を図る第４工区（武蔵野台１丁目地内）

▲区域外市道路線の視察（熊川1396番付近）
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福
生
市
議
会
だ
よ
り
も
今

回
は
記
念
す
べ
き
２
０
０
号

と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
45
年

７
月
１
日
に
市
制
が
施
行
さ

れ
、
そ
の
時
の
７
月
30
日
付

け
で
発
行
さ
れ
た
「
議
会
報

ふ
っ
さ
」が
第
１
号
で
し
た
。

こ
の
２
０
０
号
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
か
ら
数
え
る
こ
と

45
年
の
歳
月
を
経
て
到
達
し

た
数
字
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
号
が
そ
の
時
々
の
世

相
を
反
映
し
た
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
議
会
で
は
、
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関

係
に
よ
る
も
の
、
も
く
せ
い

会
館
建
築
や
防
災
食
育
セ
ン

タ
ー
建
築
等
の
請
負
契
約
関

係
の
議
案
等
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、

平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て
か
ら
始
ま
り
、
富
士
見

通
り
の
拡
幅
事
業
や
安
全
安

心
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

防
災
関
係
に
つ
い
て
な
ど
、

16
名
の
議
員
に
よ
る
市
政
全

般
に
つ
い
て
の
活
発
な
質
問

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
記
念
す
べ
き
２

０
０
号
の
編
集
後
記
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
民

の
方
々
に
わ
か
り
や
す
く
、

ま
た
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
の
編
集
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

て
、
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
っ

た
。

①
入
場
者
数
は
、
18
万
５
千

人
で
、
好
天
の
影
響
等
も
あ

り
、
昨
年
の
14
万
８
千
人
を

上
回
っ
た
。

②
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
市
と

し
て
友
好
祭
に
お
け
る
安
全

確
保
等
に
つ
い
て
横
田
基
地

に
対
し
要
請
を
行
い
、
併
せ

て
来
場
者
が
牛
浜
駅
に
集
中

し
な
い
よ
う
広
報
・
案
内
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い

て
も
、
車
内
放
送
で
拝
島
駅

等
か
ら
の
利
用
を
呼
び
か
け

た
結
果
、
牛
浜
駅
利
用
者
は

昨
年
よ
り
減
少
と
な
り
、
拝

島
駅
の
利
用
者
が
増
加
し
た
。

③
市
へ
の
苦
情
は
、
来
場
者
の

マ
ナ
ー
に
関
す
る
苦
情
が
１

件
あ
っ
た
。

２　

東
京
都
と
基
地
周
辺
5

市
１
町
に
よ
る
総
合
要
請
に

つ
い
て

　
「
平
成
27
年
度　

横
田
基
地

対
策
に
関
す
る
要
望
書
」
を
、

国
に
対
し
て
は
11
月
16
日
に

提
出
し
、
在
日
米
軍
等
に
対

し
て
は
12
月
18
日
に
提
出
予

定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

・
試
行
方
法
等
に
つ
い
て
も
う

少
し
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

・
ま
だ
検
討
が
足
り
な
い
。
先

進
市
の
視
察
や
実
際
に
使
っ

て
い
る
議
員
の
話
も
聞
き
た

い
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
体
験

等
の
日
程
調
整
に
つ
い
て
は
、

委
員
長
に
一
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
次
回
以
降
の

委
員
会
で
は
「
議
会
だ
よ
り

の
改
善
案
」「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
導
入
」
の
２
点
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
し

た
。

　

12
月
11
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
横
田
基
地
に
関
す

る
３
件
の
議
題
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１　

横
田
基
地
日
米
友
好
祭

に
つ
い
て

　

９
月
19
日
、
20
日
に
開
催

さ
れ
た
日
米
友
好
祭
に
つ
い

当
て
、
内
容
を
自
ら
市
民
に

示
す
形
式
を
提
案
し
た
い
。

・
議
会
だ
よ
り
を
市
の
広
報
と

一
括
し
た
形
式
に
し
、
配
布
を

行
う
の
も
市
民
の
利
便
性
向

上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

２　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
に
つ
い
て

　

前
回
の
議
論
を
踏
ま
え
、

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
か

否
か
」
を
結
論
付
け
る
方
向

で
し
た
が
、
さ
ら
に
先
進
市
の

視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
で
、
よ
り
議
論

を
深
め
て
い
く
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。
各
委
員
の
意
見

は
次
の
と
お
り
。

・
事
業
者
等
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
詳
し
い
専
門
家
の
意
見

も
聞
き
、
そ
の
上
で
実
際
に

体
験
し
た
い
。
ま
た
、
基
礎
的

な
知
識
を
得
た
上
で
視
察
を

行
う
の
も
良
い
と
思
う
。

・
メ
リ
ッ
ト
や
導
入
に
向
け
て

の
課
題
を
し
っ
か
り
整
理
し

た
上
で
視
察
を
行
い
た
い
。

　

12
月
11
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
の
調

査
研
究
を
踏
ま
え
、
次
の
２

項
目
に
つ
き
、
各
委
員
か
ら

意
見
を
求
め
、
今
後
の
方
針

を
決
め
ま
し
た
。

１　

議
会
情
報
の
発
信
に
つ

い
て

①
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　

９
月
の
委
員
会
で
は
行
わ

な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
今
回
も
同
意
見
が
大

半
を
占
め
た
た
め
、「
報
告
会

に
つ
い
て
は
行
わ
な
い
」
と
い

う
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

各
委
員
の
意
見
は
次
の
と

お
り
。

・
現
在
議
員
一
人
一
人
が
様
々

な
方
法
で
報
告
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
形
で
良
い
の
で
は
な

い
か
。

・
議
員
に
は
様
々
な
立
場
が
あ

る
。
中
立
的
な
立
場
で
報
告

会
を
行
う
の
は
難
し
い
。

・
実
際
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
み
て
メ
リ
ッ
ト
を
確
か
め

た
い
が
、
現
時
点
で
判
断
す

る
必
要
は
な
い
と
思
う
。

・
行
っ
た
方
が
良
い
と
は
思
う

が
、
議
会
報
告
会
は
議
会
全

体
と
し
て
議
員
が
一
致
し
て

市
民
に
報
告
す
る
も
の
で
あ

り
、
す
ぐ
に
で
き
る
か
と
い
う

と
現
段
階
で
は
難
し
い
。

・
市
民
と
議
会
の
相
互
の
体
制

が
で
き
て
か
ら
で
も
遅
く
な

い
の
で
は
な
い
か
。

・
議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る

機
運
が
高
ま
っ
て
か
ら
行
う

の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

②
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

　

現
状
の
議
会
だ
よ
り
の
ま

ま
で
良
い
か
、
改
善
し
て
い
く

か
が
検
討
さ
れ
た
。
ま
ず
、
先

進
的
な
議
会
だ
よ
り
と
し
て
、

中
核
都
市
議
長
会
及
び
全
国

町
村
議
会
議
長
主
催
の
議
会

報
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た

中
の
３
市
に
加
え
、
あ
き
る

野
市
の
議
会
だ
よ
り
を
福
生

市
の
も
の
と
購
読
数
、
作
成

費
用
、
配
布
形
態
等
の
事
業

概
要
に
つ
い
て
比
較
研
究
し

た
。

　

次
に
、
前
回
の
各
委
員
の

意
見
を
集
約
し
て
作
成
し
た

議
会
だ
よ
り
の
改
善
案
が
示

さ
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
各
委

員
の
意
見
を
求
め
た
。
そ
の

結
果
、
今
後
も
今
回
示
さ
れ

た
改
善
案
を
中
心
に
検
討
を

重
ね
て
い
く
こ
と
を
決
定
し

た
。
各
委
員
の
意
見
は
次
の

と
お
り
。

・
掲
載
内
容
を
市
民
の
関
心
度

が
高
い
も
の
と
す
る
場
合
、
そ

の
客
観
的
基
準
が
難
し
い
の

で
は
な
い
か
。

・
先
進
市
の
議
会
だ
よ
り
は
議

員
の
発
言
内
容
が
尊
重
さ
れ

て
い
て
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
が
割

か
れ
て
い
る
。

・
一
般
質
問
に
つ
い
て
、
議
員

一
人
一
人
に
ス
ペ
ー
ス
を
割
り

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

議
会
改
革
に
関
す
る

特
別
委
員
会

議
会
改
革
に
関
す
る

　
　
　

特
別
委
員
会

編
集

後
記

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

　

要
望
事
項
は
、「
騒
音
防
止

対
策
を
推
進
す
る
こ
と
」、「
オ

ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
迅
速
か
つ

正
確
な
情
報
提
供
等
を
行
う

こ
と
」
や
「
基
地
交
付
金
、
調

整
交
付
金
及
び
基
地
周
辺
対

策
予
算
等
の
充
実
を
図
る
こ

と
」
な
ど
10
項
目
で
あ
っ
た
。

３　

横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　

９
月
18
日
か
ら
12
月
18
日

ま
で
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

①
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来
が
３

回
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
１
回
に

つ
い
て
は
、
９
月
19
日
、
20
日

に
開
催
さ
れ
た
横
田
基
地
日

米
友
好
祭
で
地
上
展
示
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
１
件
あ
っ
た
。

②
11
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
、

サ
ム
ラ
イ
即
応
監
査
と
言
わ

れ
る
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

北
関
東
防
衛
局
か
ら
、
夜

間
に
航
空
機
を
運
用
す
る
こ

と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ド
レ
ス
シ

ス
テ
ム
（
大
音
響
の
出
る
特
殊

な
ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
用
し
、
サ

イ
レ
ン
や
広
報
を
行
う
。）
を

使
用
す
る
こ
と
な
ど
の
情
報

提
供
が
あ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
苦
情
が
、
夜

間
、
早
朝
の
エ
ン
ジ
ン
テ
ス
ト

に
よ
る
も
の
や
、
ジ
ェ
ッ
ト
機

の
騒
音
に
よ
る
も
の
な
ど
３

件
あ
っ
た
。

③
横
田
基
地
所
属
機
に
よ
る

人
員
降
下
訓
練
に
つ
い
て
、
北

関
東
防
衛
局
か
ら
情
報
提
供

が
あ
っ
た
。

　

通
常
の
運
用
時
間
帯
の
中

で
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
11
月

16
日
か
ら
20
日
ま
で
の
訓
練

で
は
、
延
べ
約
４
０
０
人
（
予

定
人
数
）
の
隊
員
に
よ
り
降

下
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
件
に
関
す
る

市
民
か
ら
の
苦
情
、
問
合
せ

は
な
か
っ
た
。

④
横
田
基
地
に
お
け
る
正
月

三
が
日
の
飛
行
停
止
に
に
つ

い
て
、
横
田
基
地
に
関
す
る
東

京
都
と
周
辺
市
町
連
絡
協
議

会
は
、
横
田
基
地
、
北
関
東
防

衛
局
及
び
横
田
防
衛
事
務
所

に
対
し
、
要
請
を
行
っ
た
。

⑤
10
月
14
日
に
防
衛
省
の
担

当
者
が
来
庁
し
、Ｃ
Ｖ

－

22
オ

ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配
備

に
関
す
る
環
境
レ
ビ
ュ
ー
の

説
明
が
あ
っ
た
。

⑥
12
月
９
日
に
防
衛
省
の
担

当
者
が
来
庁
し
、Ｍ
Ｖ

－

22
オ

ス
プ
レ
イ
の
ハ
ワ
イ
州
で
の
事

故
原
因
に
係
る
説
明
が
あ
っ

た
。

　

な
お
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田

基
地
配
備
に
関
す
る
情
報
や
、

ハ
ワ
イ
州
で
の
事
故
に
関
し

て
は
、
引
き
続
き
情
報
収
集

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

▲改善について研究を進める「福生市議会だより」

▲横田基地に飛来したオスプレイ（yokota johoのブログより）

▲９月に行われた日米友好祭（横田基地公式HPより
　U.S. Air Force photo by Osakabe Yasuo Released）

▲タブレット端末の導入を検討

平成28年1月25日　　福生市議会だより　　No.200　 ⑻


	P1
	P2
	P3
	P4
	P5
	P6
	P7
	P8

